
市街地整備課等

内線
項

一般会
計

2,192

会計

平成２６年度予算見積調書 課室名
担当名

Ｂ1～
 Ｂ2

公共事業
（都市整備部）

事業名

2,590,600

番号

(2,315)

(1,905)

8

952,000 2,192

うち一財

24 3,040,200

318,930

△ 161,100

2,172 △ 161,100

2,172

土地区画整理法、都市公園法等 戦略項目

862,000

一般財源

事 業
期 間

５　事業説明

　（重点的な取組）
　　ア　土地区画整理事業　　　　　　　　　　1,383,000千円
　　　　　　圏央道関連地区、埼玉高速鉄道関連地区及び平成２６年度中に補助が完了する地区に重点化して予算配分
　　　　　　（平成26年度　3地区）
　　イ　公園事業　　　　　　　　　      　　1,046,500千円
　　　　　　東部地域の５公園を重点化して計画的に整備
　　　　　　（さきたま古墳公園、羽生水郷公園、しらこばと公園、まつぶし緑の丘公園、権現堂公園）

　（経済波及効果）　　　3,751百万円

根 拠
法 令

過去の予算額県債

分野施策

1,246,390

1,286,850

国庫支出金 分担金・負担金

決 2,429,500

要求額・審査額

318,930

349,550前

要

1,246,390

2,590,600

8

単位：千円

前年との対比

（一般財源）

8

862,000

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
  9,500千円×8.4人＝79,800千円

諸収入

３　地方財政措置の状況
　公共事業等債
　充当率90％　（通常分50％　財対分40％）
　交付税措置　財対分　50％

現計予算額

23 3,089,400

2,429,500

－都市整備部・Ｂ1～Ｂ2－

２　事業主体及び負担区分
 [区画]
　(国1/2　県1/4　市1/4)　等
 [公園]
　(国1/2　県1/2)　等

１　事業の概要

　　（１）区画整理事業　　  　 1,383,000千円

　　（２）公園事業　　       　1,046,500千円

説明事業目

土地区画整理費等 社会資本整備総合交付金（区画整理）事業費等都市計
画費

土木費

款

1,383,000 1,416,200

△

 33,200 (

△

 2.3 % )

1,383,000 1,333,700 49,300 ( 3.7 % )

0 82,500

△

 82,500 ( 皆減 )

1,046,500 1,174,400

△

 127,900 (

△

 10.9 % )

1,046,500 1,174,400

△

 127,900 (

△

 10.9 % )

2,429,500 2,590,600

△

 161,100 (

△

 6.2 % )

2,429,500 2,508,100

△

 78,600 (

△

 3.1 % )

0 82,500

△

 82,500 ( 皆減 )

合 計

国 庫 補 助

県 単 独

区 画

国 庫 補 助

県 単 独

公 園

国 庫 補 助

（単位　千円）

区 分
平成26年度

要求額
（Ａ）

平成25年度
当初予算額

（Ｂ）

対前年度比較（Ａ－Ｂ）

増減額 ( 伸び率 )

【審査の考え方】 

 本県の都市基盤の整備を図るため、投資効果や緊急度の

高い箇所へ整備する必要性を認め、要求額を措置した。 



住宅課
企画担当

0

　- 都市整備部・Ｂ32 -

前 0

7,525 13,600

うち一財

要 13,600 6,075

7,525 13,600決 13,600 6,075

（一般財源）

一般財源 前年との対比 過去の予算額 現計予算額

１　事業の概要
　本県で急速に進む高齢化は県営住宅においても同様で
あり、古い県営住宅ほど顕著である。
　そこで高齢化が進んでいる県営住宅のコミュニティを
活性化させるため、特別県営シラコバト団地において共
助によるコミュニティ活性化のモデル事業を実施する。

（１）学生入居による団地活性化事業　　　 7,500千円
（２）学生リフォームによる団地活性化事業 6,100千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　学生入居による団地活性化事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,500千円
　　　　学生入居用シェアハウスへの改修(5戸)
　　イ　学生リフォームによる団地活性化事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,100千円
　　　　建築系大学生によるリフォーム(若年世帯向け)(3戸)

（２）事業計画
　　ア　平成26年度
　　　　学生入居用シェアハウス改修・入居(5戸)、建築系大学生リフォーム(3戸)
　　イ　平成27年度
　　　　学生入居用シェアハウス改修・入居(10戸)、建築系大学生リフォーム(5戸)

（３）事業効果
　　　学生、入居者、団地管理者(県)の三者にとって、それぞれ利点がある。
　　ア　学生の利……安価に入居、貴重な実践活動
　　イ　入居者の利…自治会活動の活性化
　　ウ　県の利………団地の魅力アップ

（４）県民・民間活力、職員のマンパワーの活用、他団体との連携状況
　　　大学と連携し、学生がリフォームや地域貢献活動に労力を提供

２　事業主体及び負担区分
　（国45/100・県55/100）

３　地方財政措置の状況
　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　9,500千円×2.5人＝23,750千円

要求額・審査額 国庫支出金

事 業
期 間

平成26年度～
平成27年度

根 拠
法 令

なし 戦略項目 12      日本一の共助県づくり

分野施策 010406　住まいの安心・安全の確保

説明事業

B32
共助による高齢化団地活性化モデル事業費 一般会

計

土木費 住宅費 住宅建設費 共助による高齢化団地活性化モデル事業費

番号 事業名 会計 款 項 目

平成２６年度予算見積調書 課室名
担当名

単位：千円
内線　5581

【審査の考え方】 

 高齢化が進む県営住宅においてコミュニティの活性化を図るため、

学生や子育て世帯の入居により、団地居住者とともに助け合いを進

めるモデル事業を実施する必要性を認め、要求額を措置した。 



住宅課
住宅経営担当

0

　- 都市整備部・Ｂ107 -

前 0

0 152,162

うち一財

要 152,162 65,396 4,766 82,000

0 152,162決 152,162 65,396 4,766 82,000

（一般財源）

一般財源 前年との対比 過去の予算額 現計予算額

１　事業の概要
　住宅に困窮している低所得者に低廉な家賃で良質な住
宅を供給する必要がある。そこで、生活の安定と福祉の
向上を図り、あわせて居住水準の向上を図るため、老朽
化した県営住宅の建替えを行う。

（１）平成２６年度公営住宅建設費   152,162千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　　平成２６年度設定継続費　１年目支出
　　ア　平成２６年度公営住宅建設費　　　　　　　　　　　　　152,162千円
　　　　入間霞川団地　　設計等　　　　　　　　　　　　　　　 90,892千円
　　　　行田門井団地　　設計等　　　　　　　　　　　　　　　 51,554千円
　　　　土木積算システム他　　　　　　　　　　　　　　　　　　9,716千円

（２）事業計画

（３）事業効果
　　　県営住宅建設２団地１５２戸の供給

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　市場において自力では適切な住宅を確保することが困難なものに対する、公的賃貸住宅や民間賃貸住宅による重
    層的なセーフティネットの構築を図る。

（５）今後の県営住宅完成戸数の推移

２　事業主体及び負担区分
　（国45/100・県55/100）

３　地方財政措置の状況
　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
　9,500千円×0.25人＝2,375千円

要求額・審査額 国庫支出金 繰入金 県債

事 業
期 間

平成26年度～
平成29年度

根 拠
法 令

公営住宅法 戦略項目

分野施策 010406　住まいの安心・安全の確保

説明事業

B107
平成２６年度公営住宅建設費 県営住

宅事業

住宅事
業費

住宅建
設費

住宅建設費 平成２６年度公営住宅建設費

番号 事業名 会計 款 項 目

平成２６年度予算見積調書　その１ 課室名
担当名

単位：千円
内線　5569

H26 H27 H28 H29 計

入間霞川団地 101戸 90,892 532,451 1,082,763 55,458 1,761,564

行田門井団地 51戸 51,554 108,056 724,719 126,923 1,011,252

土木積算システム他 9,716 28,000 25,000 11,181 73,897

合計 152戸 152,162 668,507 1,832,482 193,562 2,846,713

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

２２県住 406戸 382,115 1,533,109 3,153,065 1,269,874 640,045

２３県住 332戸 308,649 2,179,134 1,951,210 1,120,336

２４県住 207戸 91,892 446,507 1,974,111 1,198,837

２５県住 60戸 45,010 78,517 488,024 508,841

２６県住 152戸 152,162 668,507 1,832,482 193,562

3,712,601 3,965,171 2,355,368 2,341,323 193,562

380 502 207 60 152

予算合計

完成戸数（戸）

H26 H27 H28 H29 計

入間霞川団地 101戸 90,892 532,451 1,082,763 55,458 1,761,564

行田門井団地 51戸 51,554 108,056 724,719 126,923 1,011,252

土木積算システム他 9,716 28,000 25,000 11,181 73,897

合計 152戸 152,162 668,507 1,832,482 193,562 2,846,713

単位：千円

単位：千円

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

２２県住 406戸 382,115 1,533,109 3,153,066 708,382 640,045

２３県住 332戸 308,649 2,179,134 1,541,889 1,120,335

２４県住 207戸 91,892 390,564 1,974,111 1,198,837

２５県住 60戸 44,546 78,517 488,024 508,841

２６県住 152戸 152,162 668,507 1,832,482 193,562

2,685,381 3,965,170 2,355,368 2,341,323 193,562

380 502 207 60 152

予算合計

完成戸数（戸）

【審査の考え方】 

 老朽化した県営住宅の建替えを行うことにより、セーフ

ティネットの構築を図る必要性を認め、要求額を措置した。 


